
（177）研究ノート

《
研
究
ノ
ー
ト
》

現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
住
宅
事
業
の

新
た
な
展
望
②

　
　
　
－
低
所
得
者
の
た
め
の
住
宅
政
策
の
展
開
－

皿
　
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
と
住
宅

松
　
　
本

1
　
初
の
移
行
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

　
適
切
な
住
届
を
構
え
る
こ
と
は
、
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
に
と
っ
て
基
本
的
、

且
つ
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
県
に
お
い
て
不
遇
者
用
住
宅

事
業
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
ブ
ラ
ン
は
、
予
め

資
格
審
査
が
必
要
と
さ
れ
る
R
M
I
の
受
給
者
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
全
て
の
不
遇
な
人
々
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
ン
セ

ル
シ
オ
ン
実
現
の
た
め
に
は
、
適
切
な
住
宅
を
享
有
す
る
こ
と
が
重
要
な

要
葉
で
あ
る
こ
と
が
再
三
に
亙
り
強
調
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
、
イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
地
方
に
お
け
る
路
上
生

活
家
庭
の
再
屠
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
パ
リ
市
若
し
く
は
公
共
機
構
に

属
す
る
集
合
住
宅
の
空
室
の
徴
用
又
は
処
分
に
よ
り
、
社
会
住
宅
入
居
に

先
立
つ
「
移
行
住
宅
」
を
捻
出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
た
。
一
九

九
二
年
二
一
月
二
三
日
、
初
め
の
二
二
室
が
供
給
さ
れ
た
。
＝
一
月
二
四

日
に
は
、
六
世
帯
が
、
パ
リ
市
交
通
公
団
（
R
A
T
P
）
提
供
の
集
合
住

宅
一
棟
に
入
居
し
、
パ
リ
市
所
有
の
二
棟
が
徴
用
さ
れ
、
別
の
集
合
住
宅

も
提
供
さ
れ
た
。
更
に
、
住
宅
担
当
犬
臣
マ
リ
ノ
エ
ル
・
リ
ヌ
マ
ン

（
ζ
彗
一
〇
一
2
o
警
而
＝
向
z
向
ζ
＞
z
之
）
が
一
九
九
二
年
二
一
月
二
三
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

閣
議
に
、
借
家
人
保
護
に
関
す
る
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　
適
合
住
宅

　
各
県
不
遇
者
用
住
宅
事
業
プ
ラ
ン
の
作
成
に
あ
た
り
、
最
貧
窮
層
の
住

宅
に
つ
い
て
総
合
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
各
県
ア
ン
セ
ル
シ

オ
ン
評
議
会
（
O
o
冨
邑
U
曾
彗
后
昌
昌
一
凹
；
．
－
鶉
雪
饒
昌
一
〇
目
）
に
捉

出
さ
れ
る
。
各
県
プ
ラ
ン
は
住
宅
供
給
の
優
先
順
位
を
明
ら
か
に
し
、

種
々
の
主
体
が
講
ず
る
方
策
の
連
携
を
促
進
し
、
新
た
な
構
想
を
示
唆
し

て
い
く
こ
と
を
使
命
と
す
る
。
プ
ラ
ン
は
各
県
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
包
括
さ
れ
る
。
プ
ラ
ン
の
目
標
は
適
合
住
宅
供
給
の
発
展
、
支
払

い
手
段
の
集
約
、
当
事
者
の
対
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
決
定
で
あ
る
。

　
適
合
住
宅
の
供
給
と
し
て
、
各
知
事
は
、
最
貧
窮
層
、
特
に
R
M
1
受

給
者
の
た
め
の
住
宅
の
供
給
を
推
進
す
る
。
そ
の
方
法
は
H
L
M
に
お
け

る
優
先
権
の
行
使
と
柔
軟
な
形
で
の
優
遇
融
資
で
あ
る
。
ま
ず
、
H
L
M

の
優
先
的
な
入
屠
を
促
進
す
る
。
そ
の
目
標
は
、
各
県
若
し
く
は
各
地
域

に
お
け
る
割
り
当
て
の
規
則
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
県
並
ぴ
に
、

特
に
人
口
密
集
地
帯
に
お
け
る
合
議
に
よ
る
割
当
政
策
の
基
礎
と
し
、
地

域
居
住
ブ
回
グ
ラ
ム
の
実
施
が
そ
れ
を
助
長
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

各
知
事
は
施
行
中
の
協
約
の
総
括
を
行
な
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
新
た

な
協
約
を
締
結
し
、
優
先
入
屠
を
実
施
す
る
（
各
機
関
保
有
資
産
の
三
〇

％
、
そ
の
内
五
％
は
公
務
員
用
と
す
る
）
。

　
同
様
に
、
知
事
は
、
各
機
関
が
空
室
情
報
伝
達
の
義
務
を
遵
守
す
べ
く
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監
督
す
る
こ
と
に
よ
り
優
先
住
宅
を
入
念
に
管
理
し
、
入
居
候
補
者
を
速

や
か
に
推
薦
す
る
。
更
に
、
割
当
政
策
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
、
各
H
L

M
機
関
と
の
問
で
協
議
ぞ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ
の
制
約
及
び
、
特
に

ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
契
約
の
枠
内
で
の
支
払
能
力
の
開
発
並
ぴ
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
、
既
存
若
し
く
は
施
行
中
の
装
置
の
考
慮
が
要
求
さ
れ
る
。
R
M

1
は
「
H
」
M
各
機
関
が
結
論
を
引
き
出
す
べ
き
L
意
義
あ
る
前
進
と
な

＾
ヨ
〕る
と
の
言
説
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
多
様
な
側
面

の
一
要
素
と
さ
れ
る
居
住
に
関
し
て
、
R
M
I
制
定
が
祉
会
住
宅
の
充
実

に
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

3
　
住
宅
優
遇
融
資

　
不
衛
生
、
若
し
く
は
設
備
不
良
で
あ
る
住
宅
の
保
全
の
た
め
に
、
又
は

追
加
収
容
能
力
を
創
出
す
る
た
め
に
、
柔
軟
な
姿
勢
で
融
資
が
利
用
さ
れ

ね
ぱ
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
住
宅
優
遇
融
資
を
社
会
住
宅
群
及
び
民
問
住

宅
群
に
つ
い
て
下
記
の
要
領
で
実
施
す
る
。

①
社
会
住
宅
群

　
・
目
常
的
小
工
事
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
用
・
社
会
目
的
住
宅
改
善
助
成

　
　
金
（
勺
ユ
8
o
竺
．
＞
冒
警
o
轟
巨
昌
忌
ω
－
o
o
q
o
冒
g
a
竺
．
c
窒
鷺
－
o
－

　
　
8
薫
9
岬
O
o
昌
混
巨
昌
ω
o
o
巨
o
㌔
＞
－
O
「
O
ω
）
の
適
用
。

　
・
最
低
工
事
金
額
に
満
た
な
い
場
含
で
も
必
要
が
あ
れ
ぱ
、
最
貧
窮
層

　
　
の
た
め
の
住
宅
取
得
・
改
善
に
は
P
」
A
を
利
用
が
可
能
。

　
・
移
民
以
外
で
住
宅
に
関
し
て
非
常
に
恵
支
れ
な
い
社
会
層
に
受
益
が

　
　
拡
張
さ
れ
た
建
設
促
進
策
へ
事
業
主
が
一
定
の
負
担
。

②
民
問
住
宅
群

　
・
住
居
改
善
局
（
＞
O
q
雪
8
Z
き
昌
巴
①
召
昌
一
．
＞
ヨ
警
O
冨
ユ
昌
忌

一
．
匡
き
弐
鼻
＞
z
＞
＝
）
の
援
助
、
住
居
改
善
奨
励
金
（
勺
ユ
昌
o
竺
、
＞
一

昌
警
o
『
き
昌
ま
一
．
匡
凹
巨
黒
巾
＞
｝
）
及
び
不
衛
生
状
態
脱
却
助

成
金
の
適
用
。
こ
れ
ら
は
、
不
衛
生
の
た
め
に
住
宅
手
当
の
受
益
か

ら
除
外
さ
れ
る
世
帯
に
優
先
的
に
利
用
さ
れ
る
。

4
　
支
払
い
能
力
・
手
段
の
集
約

　
住
宅
へ
の
諸
援
助
は
、
R
M
I
に
お
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
法

は
住
宅
へ
の
諸
援
助
の
一
環
と
し
て
、
最
高
率
に
算
出
さ
れ
た
個
別
の
住

宅
扶
助
を
伴
う
。
こ
れ
は
、
支
払
い
能
カ
開
発
の
決
定
的
な
助
長
と
な
る
。

住
宅
へ
の
援
助
は
社
会
住
宅
事
業
主
に
直
接
、
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
彼
ら
に
保
証
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
住
宅
へ
の

諸
援
助
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
種
々
の
原
因
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
R
M
I
受
益
者
が
如
何
な
る
住
宅
援
助
（
住
宅
手
当
、
住
宅
個
別

扶
助
）
も
受
給
し
て
い
な
い
時
、
住
宅
福
祉
手
当
の
受
給
が
認
定
さ
れ
る
。

不
遇
者
用
住
宅
事
業
各
県
プ
ラ
ン
の
作
成
に
先
立
ち
、
又
は
そ
れ
と
平
行

に
、
最
貧
窮
層
向
け
住
宅
に
つ
い
て
既
存
の
装
置
が
開
発
さ
れ
ね
ぱ
な
ら

な
い
。
既
存
の
装
置
と
は
特
に
以
下
の
も
の
を
指
す
。

　
・
家
族
手
当
金
庫
と
H
L
M
機
構
と
の
問
で
緒
ぱ
れ
た
協
定
（
一
九
八

　
　
七
年
二
一
月
付
、
極
め
て
低
い
収
入
の
家
庭
の
居
住
促
進
に
関
す
る

　
　
全
国
協
定
）

　
・
H
L
M
機
構
と
住
宅
供
給
及
び
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ー
（
o
彗
9
o

　
　
O
．
＝
Φ
σ
雪
o
q
①
ヨ
o
鼻
9
μ
o
カ
Φ
凹
α
凹
o
冨
巨
o
目
ω
o
9
巴
P
O
＝
宛
ω
）
と

　
　
の
協
定
（
後
日
、
正
式
な
借
家
人
と
な
る
世
帯
へ
の
転
賃
貸
を
目
的

　
　
と
す
る
団
体
へ
の
賃
貸
を
規
定
し
て
い
る
）

　
・
再
居
住
及
び
促
進
援
助
基
金
（
向
昌
募
」
．
≧
註
彗
内
曾
o
o
q
o
冒
彗
一
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g
悪
o
彗
昌
豪
一
向
＞
カ
o
）
又
は
同
様
の
役
割
を
果
す
団
体

　
国
は
こ
れ
ら
の
事
業
へ
財
政
的
協
力
を
行
な
う
が
、
追
加
の
財
源
は
特

に
各
県
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
・
プ
回
グ
ラ
ム
の
枠
内
で
調
達
さ
れ
る
。

　
R
M
I
受
給
者
の
た
め
の
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
の
住
宅
の
側
面
に
お
い
て

は
、
賃
貸
者
が
住
屠
費
を
管
理
し
、
住
宅
を
適
切
に
使
用
・
維
持
し
、
近

隣
と
の
関
係
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
が
行
な
わ
れ
る
。
地
区
に
お
け
る

ケ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
を
担
当
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
は
、
H

L
M
機
関
自
体
が
採
用
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
又
は
団
体

（
特
に
、
深
刻
な
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
二
ー
ド
が
認
め
ら
れ
た
場

合
）
が
そ
の
後
任
と
し
て
こ
れ
を
担
当
す
る
。

　
支
弁
諸
機
関
は
、
過
密
屠
住
の
基
準
違
反
の
限
度
を
大
幅
に
活
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衛
生
基
準
に
つ
い
て
は
、
P
L
A
若
し
く
は
住
居
改

善
融
資
の
恩
恵
に
よ
り
、
最
低
限
の
基
準
へ
の
適
合
、
ま
た
は
転
屠
が
求

め
ら
れ
る
。
賃
貸
料
の
債
務
が
助
成
の
中
止
の
原
因
で
あ
る
と
き
は
、
間

題
は
賃
貸
料
未
払
い
の
者
へ
の
援
助
基
金
と
連
関
し
て
処
理
さ
れ
る
。
ま

た
、
借
入
金
返
済
が
困
難
な
持
家
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
困
窮
状
態
の
持

家
所
有
者
に
対
す
る
助
成
金
（
勺
昌
ま
匡
．
≧
箒
彗
嵩
＞
8
蜜
嘗
房
彗

g
罰
昌
旨
心
ら
＞
＞
U
）
に
よ
り
解
決
策
が
求
め
ら
れ
る
。
家
賃
滞
納
者
へ

の
助
成
金
と
F
A
R
G
が
充
実
し
、
そ
れ
ら
に
よ
る
介
入
が
よ
り
適
切
に

連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

5
　
賃
貸
料
滞
納
者
援
助
基
金

　
同
基
金
は
住
宅
債
務
の
あ
る
世
帯
の
立
ち
退
き
を
避
け
る
た
め
に
不
可

欠
な
方
策
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
ち
退
き
は
排
除
の
過
程
に
お
け
る
主

要
な
局
面
の
一
つ
で
あ
る
。
労
使
代
表
は
、
助
成
金
を
設
立
す
る
が
、
こ

れ
は
R
M
I
受
益
者
に
優
先
権
が
与
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
賃
貸
料
支
払
い

の
正
常
な
再
開
が
、
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
契
約
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
。
国

は
、
こ
れ
ら
の
助
成
金
の
財
源
の
調
達
に
三
五
％
ま
で
参
加
す
る
。
将
来

に
お
け
る
多
額
の
家
賃
滞
納
を
避
け
る
た
め
に
以
下
の
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
る
。

　
．
有
料
入
屠
の
第
三
者
を
社
会
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
に
ま
で
拡
張
す
る
。

　
．
住
宅
小
切
手
と
い
う
形
で
H
L
M
機
関
へ
の
直
接
払
い
込
み
を
導
入

　
　
す
る

　
．
H
L
M
機
関
が
、
滞
納
を
迅
速
に
検
知
す
る
と
と
も
に
、
家
主
の
手

　
　
中
に
あ
る
住
宅
手
当
の
支
払
い
を
受
け
取
る
た
め
の
第
三
者
異
議
の

　
　
訴
え
を
規
定
上
の
期
隈
内
に
起
こ
す
た
め
に
強
力
な
措
置
を
行
な
う
。

　
F
A
R
G
は
、
家
賃
の
保
証
、
設
備
の
援
助
、
そ
し
て
、
時
に
は
、
索

行
若
し
く
は
家
庭
状
況
に
よ
る
理
由
か
ら
、
家
主
側
の
偏
見
の
犠
牲
と
な

っ
た
世
帯
の
た
め
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
施
す
。
R
M
I
受
給
者
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
手
当
と
住
宅
扶
助
の
受
け
取
り
に
よ
り
家
賃
支
払
い
が
可
能

と
な
る
た
め
、
斯
様
な
基
金
又
は
同
様
の
機
能
を
果
た
す
団
体
の
介
入
が
、

公
共
若
し
く
は
民
問
の
住
宅
の
入
居
の
た
め
の
決
定
的
な
要
素
と
な
り
得

る
。
従
っ
て
、
こ
の
機
能
は
全
て
の
県
に
お
い
て
充
た
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
こ
の
た
め
に
貧
困
並
ぴ
に
不
安
定
生
活
の
対
策
に
充
て
ら
れ
る
予
算

　
　
　
　
＾
4
〕

が
利
用
さ
れ
る
。

6
　
空
室
利
用

　
政
府
は
国
会
に
、
空
室
利
用
に
関
す
る
法
の
公
布
か
ら
一
年
の
期
限
内

に
報
告
書
を
提
出
す
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
人
口
二
〇
万
以
上
の
大
都
市

に
お
け
る
空
室
に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
空
室
状
態
に
な
っ
た
原
因
と
期
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間
を
特
定
す
る
。
目
標
は
空
室
の
状
況
を
よ
り
詳
し
く
検
証
し
、
当
該
機

関
が
、
最
貧
窮
層
の
住
宅
を
よ
り
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
H
L

M
機
関
の
住
宅
の
家
賃
の
年
平
均
上
昇
率
は
、
一
九
九
三
年
に
つ
い
て
は
、

二
・
八
％
を
超
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
予
算
作
成
の
た
め
に
政

府
が
定
め
た
見
込
み
イ
ン
フ
レ
率
に
あ
た
る
。
以
下
の
住
宅
は
対
象
外
で

あ
る
。

　
・
初
め
貸
与
さ
れ
る
新
築
の
住
宅
。

　
・
P
A
L
U
L
L
O
S
に
よ
り
財
政
援
助
を
受
け
る
改
修
工
事
の
対
象

　
　
と
な
る
工
事
の
完
了
後
、
又
は
、
そ
れ
・
か
ら
派
生
す
る
協
定
の
発
効

　
　
の
時
に
家
賃
が
見
直
さ
れ
る
住
宅
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

　
・
賃
貸
者
の
変
更
の
際
に
家
賃
が
見
直
さ
れ
た
住
宅
。

7
　
地
域
居
住
プ
回
グ
一
。
フ
ム

　
都
市
の
た
め
の
指
針
的
法
律
の
中
で
地
域
居
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

一
定
の
条
項
の
発
効
が
延
期
さ
れ
た
。
も
し
、
一
九
九
三
年
七
月
一
九
日

に
、
コ
ミ
ェ
ー
ン
（
8
昌
ヨ
冒
篶
ω
）
問
の
協
カ
の
た
め
の
公
共
機
関
が

設
立
さ
れ
な
い
か
又
は
地
域
居
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
？
長
s
∋
ヨ
①
－
o
s
一

君
昌
一
．
＝
き
ま
↓
㌔
■
＝
）
の
作
成
の
た
め
に
付
託
を
受
け
な
い
場
合
は
、

コ
ミ
ュ
ー
ン
は
県
知
事
と
共
同
で
P
L
H
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
九
一
年
七
月
一
九
日
ま
た
は
一
九
九
四
年
一
月
一
九
日
起
算
で
三
〇

か
月
（
一
八
か
月
の
代
わ
り
に
）
の
期
限
内
に
、
社
会
住
宅
の
な
い
人
口

二
〇
万
人
以
上
の
都
市
に
合
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
P
L
H
が
な
い
場
合
、

知
事
は
代
替
と
し
て
都
市
に
お
け
る
先
買
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ー
ソ
に
つ
い
て
、
賃
貸
社
会
住
宅
の
実
現
の
義
務
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
田
）

九
九
四
年
一
月
一
日
か
ら
の
み
適
用
さ
れ
る
。

B
　
住
宅
個
別
援
助
（
A
P
L
）
の
改
革

　
賃
貸
部
門
に
お
け
る
A
P
L
が
改
正
さ
れ
た
。
目
標
は
現
行
の
運
営
の

簡
索
化
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
所
有
権
取
得
の
部
門
に
関
す
る
一
九
九
〇

年
に
実
施
さ
れ
た
改
革
か
ら
想
を
得
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
家
主
で
あ
る

機
関
へ
の
申
告
の
廃
止
、
身
分
照
会
及
ぴ
書
式
の
規
格
化
、
負
担
と
名
義

変
更
、
支
払
い
方
式
の
統
一
と
簡
素
化
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
一
九
九
三

年
一
〇
月
一
〇
日
に
発
効
し
た
。
更
に
、
各
県
住
宅
評
議
会
の
住
宅
公

的
援
助
部
（
ω
8
9
g
U
窃
≧
ま
ω
～
；
o
篶
ω
＞
自
■
o
o
q
o
昌
昌
戸

ω
o
＞
巾
■
）
が
、
支
弁
機
関
の
行
な
う
決
定
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
、

借
り
入
れ
延
長
の
中
請
、
そ
し
て
住
宅
管
理
費
の
滞
納
を
受
付
け
提
出
さ

れ
る
書
類
の
審
査
を
迅
遠
に
行
な
う
た
め
に
、
同
様
に
見
直
さ
れ
た
。
一

九
九
三
年
一
月
一
日
か
ら
、
支
弁
機
関
と
S
D
A
P
L
と
の
間
の
連
絡
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が
決
定
し
た
。

　
持
家
社
会
的
取
得
保
証
基
金
（
勺
o
a
ω
ま
o
胃
昌
巨
o
ρ
巴
．
＞
o
o
殴
－

9
o
目
ω
o
o
邑
①
ご
與
肩
o
℃
ユ
凧
罫
勺
Ω
＞
ω
）
の
名
冒
に
よ
る
国
か
ら
の
保

証
供
与
の
方
式
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
基
金
は
、
保
証
基
金
の
管
理
会
社

と
協
約
を
結
ん
だ
融
資
機
関
が
、
一
定
の
収
入
眼
度
を
下
回
る
世
帯
に
行

な
う
こ
と
を
同
意
し
た
協
約
の
融
資
を
保
証
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

基
金
は
融
資
機
関
の
分
担
金
と
国
の
予
算
割
り
当
て
を
財
源
と
す
る
。
支

払
い
に
お
い
て
故
障
が
生
じ
た
場
合
、
F
G
A
S
の
保
証
は
一
定
の
損
失

を
補
償
す
る
。
・
例
え
ぱ
、
支
払
い
期
隈
を
過
ぎ
た
滞
納
、
延
滞
の
利
子
と

罰
金
、
裁
判
と
訴
訟
の
費
用
、
融
資
機
関
の
債
務
と
し
て
の
保
険
料
等
で

あ
る
。
所
得
が
定
め
ら
れ
た
収
入
限
度
を
下
回
る
自
然
人
は
、
国
の
保
証

が
与
え
ら
れ
た
と
き
の
み
、
協
約
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

014
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条
項
は
、
一
九
九
三
年
三
月
二
二
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
発
効
し
た
。

　
住
宅
を
賃
貸
す
る
自
然
人
又
は
法
人
に
与
え
ら
れ
る
協
約
融
資
は
国
の

保
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
が
F
G
A
S
の
名
目
で
保
証
す
る

協
約
融
資
を
受
け
る
た
め
の
収
入
限
度
は
、
世
帯
の
構
成
員
数
、
就
労
者

数
及
ぴ
住
宅
所
在
地
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
夫
婦
一
組
又
は
課
税
対
象

と
な
る
職
業
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
融
資
の
共
同
の
受
益
者
で
あ
る
二

人
以
上
の
世
帯
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
就
労
者
を
有
す
る
世
帯
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
各
世
帯
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
あ
る
年

度
中
に
考
慮
さ
れ
る
収
入
額
は
、
融
資
の
前
々
年
度
の
名
目
に
お
い
て
世

帯
を
構
成
す
る
各
人
の
所
得
税
、
課
税
対
象
の
所
得
の
総
和
に
等
し
い
。

融
資
の
申
請
の
際
に
、
世
帯
の
課
税
対
象
と
な
る
各
人
の
課
税
又
は
非
課

税
の
中
告
薔
が
作
成
さ
れ
、
且
つ
、
融
資
契
約
に
添
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
収
入
限
度
は
、
国
の
助
成
に
よ
る
融
資
限
度
を
、
イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
七
％
、
大
都
市
に
お
い
て
五
％
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
地
域
で

三
％
上
回
っ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
七
月
一
日
か
ら
、
協
約
融
資
は
、
公

益
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
の
住
宅
改
善
に
融
資
を
行
な
う
た
め
に
は

付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
協
約
融
資
の
対
象
と
な
る
住
宅
の

居
住
は
住
宅
個
別
援
助
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
但
し
、
彼
ら
の
主
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
7
〕

居
所
の
改
修
工
事
を
行
な
う
時
を
除
く
も
の
と
す
る
。

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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